
授業科目 法学ll
【担当教員名】 対象学年 3 対象学科 i 作業・社会
成嶋隆 開講時期 前期 必修・選択 ： i 選択・必修

単位数 2 時間数 l 30 

＜概要＞

社会福祉士の業務に最低限必要な現行法の理論について理解することを目的として、憲法、民法、行政法の基礎を習得する。

＜学習目標＞

1 社会生活における法の作用や役割について理解する。

2 憲法、民法及び行政法の基礎を理解する。

3 基本的人権、権利擁護、成年後見制度等社会福祉士に必要な事柄について理解する。

回

数

1法の基礎知識

2法の支配・法治主義

3日本国憲法の基本原理

4基本的人権の保障

5地方自治

6民法総則

7物権

8契約

9不法行為

10親族

11相続

12行政行為

13行政不服審査

14行政訴訟

15地方行政組織
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その他の資料
小型の六法（有斐閣『ポケット六法』または三省堂『デイリー六法』：必ずどちらかを用意する事）

【評価方法】 【履修上の留意点】

学期末に実施する筆記試験による。
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